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ハウスブドウの常温煙霧法における農薬の拡散と果実残留 

 

長崎洋子・田村明長 

 

摘要 

 

 ブドウのアーチ型連棟ハウスにおいて、常温煙霧法で散布した農薬の拡散性と果実残留性に

ついて検討した。また、両屋根型単棟ハウスにおける拡散性についても検討した。 

１．常温煙霧法による葉面付着量は、葉裏より葉表が多く、表面に対する裏面付着率はサリチ

オンが 55％、カルタップ、DEP、NAC は 0~24％であった。また、その量は動力噴霧法より少な

い場合が多かった。 

２．アーチ型連棟ハウスでは、二方向へ散布する方法と棟に沿う方向で散布する方法の拡散性

がよかった。しかし、常温煙霧機の後方及び側方は、葉面付着量が少ない傾向にあった。 

３．サリチオンの付着量はろ紙法よりリーフディスク法のほうが多かった。 

４．大型の両屋根型単棟ハウスは、床面積が広いため棟が高く、散布する容積が大きい。その

ため２台で同時散布することにより拡散性を高めることができた。 

５．常温煙霧法によるカルタップと NAC の果実残留濃度は、動力噴霧法の３~４倍であったが、

DEP はほぼ同程度であった。 

６．葉面付着量の多い場所は果実残留濃度が高くなる傾向が認められた。 

７．ダクト散布は、通常の常温煙霧法や動力噴霧法より葉面付着量が少なく、果実残留濃度も

低かった。 


